
 
令和 6 年度ふるさと・未来・絆リーダー研修 

沖縄・名護市の自然・歴史・文化に触れよう！ 

研修期間：令和６年６月８日（土）～１２月 14 日（土） 月 1 回程度 （予定） 

研修場所：名護市、群馬県館林市 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

博物館見学 

グループワーク・座学 

野外炊飯 

PA 体験 県外研修（群馬県館林市） 

６ 
月 

10
月 



令和６年度ふるさと・未来・絆リーダー研修 募集要項 

１ 事業の目的 

①異年齢や同世代の仲間と一緒に活動し、協力し助け合うことで互いを理解し友情を育み、協調性、コミュ 

ニケーション力を身につける。 

②次代を担う青少年が沖縄、ふるさと名護市周辺の自然・歴史・文化に触れるとともに、県外の子どもたち 

との交流活動を通して広い視野を持ち、感性を磨く。 

③研修に目的を持って参加し、それを達成することで自信を持たせ、研修を通して、あらゆることに興味・ 

関心、意欲を持ち自ら行動できる力を培う。 

 

２ 事業の概要 

（１）名    称  ふるさと・未来・絆リーダー研修 

～ふるさとを理解し、未来を見据え、仲間や家族との絆を育む～ 

（２）主    催  名護市青少年育成協議会、名護市子ども会育成連絡協議会 

（３）共    催  名護市、名護市教育委員会 

（４）後    援 名護市女性会、名護市ＰＴＡ連合会、名護市校長会、名護市社会教育委員会議、 

名護市区長会、一般社団法人名護青年会議所、名護地区少年補導員協議会 

（５）研 修 地  名護市内、群馬県館林市、東京都 

（６）日程及び内容   ※日程、内容は天候等の諸事情により変更する場合があります。 

 日程 場所 目的 内容 

班長・副班長研修 
及び 

保護者説明会 

６月８日(土) 
【研修】 
８:45～13:00 
【説明会】 
13:30～15:00 

名護中央公民館 

・班長・副班長の心得を学ぶ 

・全体研修で行うアイスブレイキ

ングの練習 

・研修内容について理解する。 

・心得に関する座学 

・アイスブレイキングの

練習 

・研修内容説明など 

・アイスブレイキング 

全体研修① 
６月 22 日(土) 
８:00～17:30 

東村つつじエコ
パーク 

・PA体験を通したチームビルディ

ング力をつける 

・フィールドワーク 

・PA 体験 

全体研修② 
７月１３日(土) 
８:45～16:30 

名護中央公民館 
名護博物館 

・研修で団員同士の信頼関係を 

築く 

・名護市の自然・歴史・文化につ

いて理解を深める 

・アイスブレイキング 

・名護博物館見学 

全体研修③ 

８月８日(木)～ 
８月９日（金） 
1 泊２日 
予備日 
８月 19 日（月）
～８月 20 日
（火） 

名護青少年の家 

・研修で団体行動を身に付け、 

協調と連帯の心を養う 

・沖縄の自然・歴史・文化につい

て理解を深める 

・野外炊飯 

・館林市交流会準備 

・チーム labo ワークシ 

ョップ 

 全体研修④ 
９月 14 日(土) 
９:00～17:00 

名護中央公民館 
・館林市児童との交流会に向け 

団員同士協力し合い準備を 

行う 

・館林市についての 

事前学習 

・交流会の準備 

館林市･名護市 
児童交流会 

10 月 12 日(土)～ 
10 月 14 日（月） 
２泊３日 

群馬県館林市 
東京都 

・県外での研修活動を通して広い

視野等を持つ 

・研修で団体行動を身に着ける 

・友好都市群馬県館林

市児童との交流会 

事後研修・修了式 
12 月７日(土) 
９:30～14:30 

名護中央公民館 

・最後の研修として団員同士の 

交流機会を設け心に残る 

研修とする 

・修了認定を行う 

・レクリエーション 

・修了証の授与 

 

 



（７）団体構成 ①団員班編成：一班を５人とした４班構成 

内訳 班長(高校生)１人、副班長(中学生)１人、班員(小学生)３人 

   ②団員以外人員：７人 

   内訳  団長１人、スタッフ６人（研修内容により増減があります） 

   ③団体構成人数：団員 20人、役職員７人 合計 27人 

 

３ 団員募集及び決定 

（１）募集人員 20 人(男女各 10 人) 

   小学５･６年生 12 人 / 中学１～３年生 ４人 / 高校１～３年生 ４人 

 ※名護市子ども会育成連絡協議会、名護市母子寡婦福祉会の推薦枠があるため、募集人

数は下記推薦枠を差引いた人数とします。 

   ＜団体推薦枠（募集人員 20 人に含まれる）＞ 

    名護市子ども会育成連絡協議会：７人 

    （小学５･６年生各２人、中学生２人、高校生１人） 

    名護市母子寡婦福祉会：１人(小学生のみ) 

（２）応募資格 ・名護市に在住する者(小中高校生) 

   ・心身ともに健康で規律ある団体行動ができる者 

            ・基本的に日程表どおり参加が出来る方 

（３）応募方法 ・応募は一人一回限りとします。 

・名護市ホームページの参加申込フォームから必要事項を記入して応募してください。 

            ・応募完了時に申込完了メールを送りますので、@logoform.jpのドメインを受信出来るよう 

設定をお願いします。 

            【参加申込フォームアドレス】 

             https://logoform.jp/form/HPz6/510390 
            【参加申込フォームＱＲコード】 

 

 

 

 

（４）申込先  名護市青少年育成協議会（名護市地域経済部地域力推進課地域人材育成係） 

   〒905-0014 名護市港二丁目１番１号 

 E-mail：chiikiryokusuishin@city.nago.lg.jp 

   TEL：0980-53-5429   担当： 石塚 

（５）募集期間 令和６年４月 11 日(木)～令和５年５月 9日(木) 

（６）応募締切 令和６年５月 9日(木) 

（７）抽選  応募人数が募集人数を上回った場合は、班編成を考慮し、事務局内で抽選を行います。 

   抽選日：令和６年５月 16日(木) 

（８）決定通知 事務局より本人に通知します。 

 

４ 研修修了認定 全研修を修了した全団員に対し、修了証を発行します。 

 

５ 経費の自己負担 

（１）参加者自己負担額は、30,000 円とします。 

（２）すべての研修の実施期間中に生じる負担(不可避な事情による期間延長・疾病等)に要する経費は自己負担

とします。 

 

 

 

６ 事業の変更または中止 



不可避な事情により事業の実施が不可能となった時は、当事業の日程、内容を変更又は中止することがあります。

この場合においては、すでに支出した経費及び中止に伴う事務経費を除いて返還します。 

 

７ 留意事項 

（１）名護市広報誌、新聞各社及び「令和６年度ふるさと・未来・絆リーダー研修事業報告書並びに令和７年度ふ

るさと・未来・絆リーダー研修募集要項」に個人情報、写真等を使用することがあります。 

（２）応募の際に入力した個人情報について、市青少年育成協議会支部(東江･名護･大宮中校区支部、屋部･羽地･屋

我地･久志支部)より照会があった場合は、氏名、所属校及び学年について情報提供します。 

（３）活動に関する連絡等について、LINE オープンチャットを使用します。詳細については保護者説明会にて説明

します。 

（４）その他詳細については保護者説明会にて説明します。 

 

８ 問合せ先 

名護市青少年育成協議会事務局 

（名護市 地域経済部 地域力推進課 地域人材育成係） 

担当：石塚 帆、 

 T E L：0980-53-5429 


